「行政改革を考える」～その１

　　　　　　　　　　総務省大臣官房審議官（財政制度・財務担当）　椎川　忍

１　行革コンペの経験

　　　「行政改革」と一口に言っても、その内容は様々であり、またその深化の度合いは国と地方公共団体間、または地方公共団体相互間においても随分と異なっているように思う。

私は、現在のポストに就く前、内閣府に出向していた時代に、経済財政諮問会議事務局の仕事として、主として国と地方の財政問題、総人件費改革、行政改革全般などを担当させていただく機会があった。その時に、「国と地方の行革コンペ」という手法を考え出し、国の行政改革と地方の優良団体の行政改革の事例発表をしてもらった上で、有識者を加えたパネルディスカッションを行い、それらの類型を整理したり、お互いの長所、短所を比較検討したりしたことがある。

　　　この行革コンペは私の在任中には３回行ったが、それを通じて岩手県、大阪府、福岡県、佐賀県、北九州市、高浜市、宮古市、臼杵市、善通寺市、島根県海士町など数多くの先進地方公共団体の行政改革の取り組みを、首長さん自身から直接聞く機会が持てたことは大変幸いであった。その中で、特に強調されたのが、国の制度ですら所与のものとは考えない仕事のやり方そのものの総合化・融合化、コミュニティーの再生を絡めた官民協働システムの導入による新しい公共空間の創造、バックオフィス全体のアウトソーシングなどの徹底した外部委託化、国に先立つ市場化テストの導入、定員・給与など人件費の抜本的見直し、公会計制度の導入などであった。　

２　行政改革のステージと自己診断チャート

　　　そのような経験の中から、私の頭の中には行政改革のステージを分類してみてはどうか、また行政改革の自己診断チャートを作成してみてはどうかという考えが生まれてきた。

これまで営々と行われてきた行政改革ではあるが、国民からは未だにこれで良しという評価は得ていないように思われる。また、地方の場合には１、８００以上の団体の集合体であり、そのすべてが同じように物事に取り組むのは元来無理がある。さらに、国と地方とでは明らかに行政改革の進み具合が分野ごとに得手・不得手があり異なっている。従って、自分たちの位置が全体の中でどの辺りにあり、まだまだ努力が足らないのか、あるいは相当にいい位置にはあるがもう少しがんばりが必要なのかといったことを、各分野の先進的な取り組み事例に即してまずは正しく認識する必要がある。この自己診断チャートができれば、国や地方公共団体の職員、議会議員、監査委員、国民、地域住民などいろんな方々がこれを使うことができるようになるはずである。
３　国の行政改革について

　　　また、国の行政改革についても考えさせられる点が多々ある。国家公務員を５年間で５パーセント純減すると言っても国民にはピンとこないだろう。国家財政が毎日マスコミに報道されるほど苦しいのなら、なぜ、地方分権の抜本的推進を断行し地方公共団体の事務と重複している国の出先機関を原則廃止するとか、各分野ごとにおかれている徴収機構を一元化して特別な法人を作り、国税、地方税、社会保険料、NHK受信料などをすべて受託徴収できる仕組みとして国家公務員、地方公務員の大幅な純減を行うといったようなこれまでの発想にとらわれない分かりやすくダイナミックな行政改革に取り組めないのであろうか。

